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大
野
市
長
選
砺
の
開
票
所

就
任
の
こ
と
ば

大
野
市
長
斎
藤
重
雄

今
回
多
数
市
民
各
位
の
御
推
挙
に
依
り
ま
し
て
初
代
大

野
市
長
の
重
職
に
就
く
事
に
な
り
ま
し
た
。

固
よ
り
老
齢
で
は
あ
り
ま
す
が
、
市
民
各
位
の
寄
せ
ら

れ
た
御
期
待
と
御
要
望
に
副
う
べ
く
、
時
代
の
要
請
と

大
野
市
の
実
態
を
緯
と
し
、
過

去
の
経
験
を
経
と
し
、
至
誠
一

貫
、
渾
身
の
努
力
を
捧
げ
て

最
後
の
御
奉
公
に
当
る
決

意
で
あ
り
ま
す
。

選
挙
当
時
公
約
申
上
げ
た

通
り
、
平
和
な
田
園
都
市

の
建
設
は
念
願
の
第
一
で
あ

り
ま
す
。
新
市
は
世
帯
数
八
千

六
百
有
余
、
そ
の
中
約
四
千
戸

は
農
家
で
あ
り
ま
し
て
全
戸
数
の
四
七
％
を
示
し
て
居

り
ま
す
か
ら
、
そ
こ
に
田
園
都
市
と
し
て
の
性
格
が
は

っ
き
り
浮
び
出
て
居
る
の
で
あ
り
ま
す
。

従
っ
て
行
政
の
基
本
は
こ
の
実
態
の
上
に
立
ち
、
農
村

の
繁
栄
を
図
る
こ
と
に
依
っ
て
商
工
業
の
発
展
が
期
せ

ら
る
べ
き
だ
と
信
ず
る
の
で
あ
り
ま
す
。

然
し
歴
史
と
伝
統
の
異
な
る
旧
二
町
六
少
村
の
住
民
観

念
は
一
朝
に
し
て
渾
然
融
合
の
域
に
達
す
る
も
の
と
は

考
え
ら
れ
ま
せ
ん
。
今
後
凡
ゆ
る
機
会
に
相
互
の
理
解

と
協
力
を
深
め
、
新
し
い
市
民
性
の
涵
養
に
尽
力
し
た

い
と
存
じ
ま
す
。

大
野
市
建
設
五
ヶ
年
計
画
に
関
し
ま
し
て
は
市
制
百
年

の
大
計
を
案
じ
、
充
分
検
討
を
加
え
つ
i
緩
急
の
度
を

勘
案
し
、
一
歩
一
歩
堅
実
な
歩
み

を
続
け
る
覚
悟
で
あ
り
ま
し
て
、

今
後
市
民
各
位
の
御
鞭
捷
と
御
協

力
を
切
望
す
る
も
の
で
あ
り
ま

す
。

　
　

何
と
申
せ
大
野
市
は
漸
く
暇
々

の
声
を
挙
げ
た
ば
か
り
で
あ
り

ま
し
て
、
こ
れ
か
ら
一
人
前
に
成

長
す
る
に
は
一
に
懸
っ
て
市
民
各
位

の
限
り
な
き
愛
情
と
理
解
に
ま
た
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

大
野
市
の
育
て
の
親
は
実
に
一
人
一
人
の
大
野
市
民
で

あ
り
ま
す
。
希
く
は
大
野
市
を
す
く
く
成
長
せ
し
め

る
為
に
市
民
各
位
か
、
よ
く
時
代
の
推
移
と
、
お
か
れ

て
い
る
大
野
市
の
現
実
に
思
を
致
さ
れ
、
小
異
を
す
て

て
大
同
に
つ
き
真
に
民
主
政
治
の
在
り
方
に
徹
し
、
住

み
ょ
い
郷
土
建
設
に
、
充
分
な
御
協
力
を
賜
ら
ん
事
を

重
ね
て
お
願
い
致
し
ま
し
て
、
就
任
の
言
葉
と
い
だ
し

ま
す
。

県
1
業
会
議
員
に

　
　
　

長
瀬
淡
氏

七
月
三
十
日
開
か
れ
た
大
野
市
を
区
域

と
す
る
農
業
委
員
会
代
表
者
必
一
議
に
於

て
県
農
業
会
議
員
に
長
瀬
淡
a
が
選
任

さ
れ
た
。

検
察
審
査
員
に

　
　
　

岡
二
男
治
氏

七
月
三
十
一
日
の
検
察
審
査
員
の
抽
選

の
結
果
、
上
打
波
、
岡
二
男
治
氏
が
当

選
し
た
旨
、
福
井
検
察
審
査
会
事
務
励

よ
り
市
選
管
宛
の
通
知
が
あ
っ
た
。

大
野
市
農
政
研
究
協
議
会
生
る

宣
言

新
発
足
の
大
野
市
の
発
展
は
性
格
的
田

園
都
市
建
設
に
あ
り
、
こ
の
実
現
収
人

口
七
割
を
し
め
る
農
m
の
結
集
協
力
に

よ
る
こ
と
を
確
信
す
る
。

我
々
農
民
は
農
業
生
産
力
を
増
大
し
、

地
位
向
上
を
計
り
、
自
d
の
研
一
県
蹟
に
努

め
農
政
経
済
に
組
織
を
強
化
し
一
致
団

結
人
野
市
農
政
研
究
協
議
会
の
民
生
的

運
打
を
通
じ
て
田
園
大
野
市
の
住
設
に

巡
進
せ
ん
と
す
。

六
県
宣
言
す
。
決
議

一
、
田
園
都
市
の
性
格
を
市
の
機
構
、

　

予
算
。
測
に
具
体
化
せ
よ
。

一
、
農
業
叙
育
振
興
の
た
め
独
立
農
業

　

高
等
学
校
の
設
置
を
促
進
せ
よ
。

一
、
市
制
促
進
協
議
会
の
決
議
事
項
を

　

実
現
せ
よ
。

一
、
公
明
選
挙
の
実
現
を
期
せ
よ
。

昭
和
二
十
九
年
七
月
二
十
五
日

　

大
野
j
n
農
政
研
究
協
議
会
結
成
大
会

役
員
及
職
員

会
長
善
服
次
郎

副
会
長
柏
村
新
左
衛
門

　
　
　
　

稲
津
忠
右
術
門

即
事
問
屋
重
雄
松
田
伊
織

　
　

前
田
仁
｛
術
門
笹
ぬ
治

　
　

小
池
忠
助
谷
川
出
↑
べ
術
門

　
　

川
田
岩
雄
井
部
裕

　
　

乾
太
郎
左
衛
門
前
田
平
雄

　
　

穴
出
早
苗
申
出
茂
雄

　
　

伊
闘
秀
夫
川
村
市
太
郎

事
務
哺
長
土
田
正

局
目
加
藤
七
ぶ

書
記
良
酒
井
与
郎

会
ほ
一
、
二
二
〇
名

生
活
改
善
埃
．
範

二
部
落
指
定
せ
ら
る

本
年
度
生
酒
改
善
模
範
部
落
と
し
て
、

台
所
改
善
に

改
善
に
吉
両
部
落
が
県
よ
り
指
定
せ
ら

れ
、
補
助
金
一
部
落
に
三
万
円
ぐ
付
せ

ら
る
。



大
野
市
長
選
挙
結
果
調

」
、
選
挙
人
名
簿
登
録
人
員
数

計

補
充
選
挙
人
名
簿

基
本
選
挙
人
名
簿

／
名
簿
の
随
順よ
作
し

一
一
●
’
一
塁

一
句
二

一
一
．
一
憲

男

Ξ
・
＝
七
一
型
九

三
・
八
三

女

一
面
・
八
一
六

八
弓

二
子
九
八
五

計

二
、
有
権
者
数
、
投
票
者
数
及
び
投
票
率

計 女 男 男
女
別

一
至
・
八
登

三
・
六
九
四

一
一
・
一
四
九

選
挙
当
日
の
有
権
者
数

ニ
｛
）
・
一
ま
’

日
．
九
后

九
．
こ
そ

投
業
者
数

于
六
六
六

一
・
急
四

一
・
八
九
二

棄
権
者
数

八
四
・
六

八
六
ら

＜
1
l
l
－
0
＾

投
票
率

三
、
投
票
總
数
、
有
効
投
票
数
及
び
無
効
投
票

后
・
一
応

投
票
総
数

一
回
●
つ
九
七

有
効
投
票
数

八
ら

無
効
投
票
数

？
一
発
％

無
効
投
票
率

四
、
候
補
者
別
得
票
数

五
、
七
七
一

六
、
二
八
八

八
、
一
五
八

得
票
数
一
候
袖
氏
名

前
田
五
郎
兵
衛

六
野
政
次
郎

斎
藤
重
雄

市
議
会

七
月
二
十
八
日
臨
時
市
議
会
を
招
集
し

次
の
事
項
を
決
議
し
た
。

一
、
大
野
市
長
職
務
執
行
者
の
辞
職
同

　

意
に
つ
い
て

朝
日
新
聞
駄
の
メ
ツ
セ
ー
ヂ

大
野
市
制
施
行
を
お
喜
び
申
上
げ
将
来

ま
す
く
貴
市
の
御
発
展
奥
I
か
ら
御

祈
り
い
た
し
ま
す
。

　

七
月
一
日
朝
日
新
聞
社

大
野
市
長
殿

初代市長登庁の姿

7月1日発足した19市

本
年
七
月
一
日

大
野
市
と
同
日

誕
生
し
た
市
は

次
の
十
九
市
あ

り
ま
す
。

自
治
体
制
確
立

の
た
め
に
互
に

負
け
ず
、
お
と

ら
ず
健
全
に
育

て
て
行
き
ま
し

よ
う
。

市名 県名 面積 人口

巾野 （長野県）
　　77、5

方キロ

39，214　　

　人
駒ヶ根 （・ヶ） 216．0 34，386

大町 （．ク） 464．0 30，508

高砂 （兵庫県j） 16．9 39，496

牛戻 （熊本県） 96．1 36，541

赤平 （北海道） 133．2 50，371

汀別 （・ク） 187．6 31，647

紋別 （づ7） 832．8 32，352

士別 （・7） 617．5 37，356

黒石 （青森県） 213．4 37，722

東松山 （埼玉県） 64．9 36，099

本庄 （・ク） 34，1 39，549

春日部 （々） 38．4 31，124

狭山 （・ク） 48，8 30，583

岩槻 （・7） 50，9 34，437

旭 （千葉県｀）43．6 30，004

八日市場 （々） 80，8 38，041

山梨 （山梨県） 53，0 31，491

穴野 （福井朧） 342．0 43，610

告
ぐ
‐
‥

渥
大
野
町

　
　

の
方
へ

本
籍
地
の
名
称
変
更

本
月
二
十
日
よ
り
旧
大
野
町
の
戸
籍
の

本
籍
地
名
の
大
字
名
「
大
野
市
大
野
膚

水
」
（
各
区
域
も
同
じ
）
と
あ
る
を
「

大
野
」
の
字
句
を
除
き
「
大
野
市

済
水
」
（
各
面
械
も
之
に
準
ず
）

と
変
1
に
な
り
ま
し
た
か
ら
爾
後
戸
籍

の
届
書
並
に
印
鑑
証
明
、
身
元
証
明
そ

の
他
一
戸
籍
に
関
す
る
書
類
に
は
前
記
の

様
に
記
さ
れ
る
様
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

昭
和
二
十
九
年
産
米
穀
の

　
　

政
府
買
入
仮
価
格
決
定

本
年
産
米
穀
の
政
府
買
入
仮
価
格
は
こ

の
程
次
の
よ
う
に
決
定
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
価
格
は
米
穀
の
政
府
買
入
価
格
の

特
例
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
二
十
七
年

五
月
七
日
法
律
第
一
三
六
号
）
の
第
一

条
に
規
定
す
る
仮
価
格
で
あ
り
ま
す
。

決
定
さ
れ
た
ま
な
る
項
目
は
次
の
と
お

一
、
昭
和
二
十
九
年
産
米
穀
を
食
糧
旨

　

理
法
弟
三
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り

　

政
府
が
買
入
れ
る
場
合
の
仮
価
格
（

　

種
類
、
等
級
及
び
包
装
の
如
何
に
か

　

A
わ
ら
ず
）

　

玄
米
及
び
精
米
（
正
味
六
〇
キ
ロ
グ

　

ラ
ム
に
つ
き
）
三
、
〇
二
〇
円

　

も
み
（
正
味
三
七
。
五
キ
ロ
グ
ラ
ム

　

に
つ
き
）
一
、
四
一
〇
円

　

但
し
五
等
玄
米
に
つ
い
て
は
（
正
味

　

六
〇
キ
ロ
グ
ラ
ム
に
つ
き
）
二
、
八

　

七
〇
円

一
一
、
食
糧
管
理
法
第
三
条
第
二
項
の
価

　

格
決
定
後
に
お
い
て
は
、
一
の
仮
価

　

格
と
価
格
と
の
差
額
を
前
文
に
掲
げ

　

た
法
律
の
第
二
条
及
び
、
同
法
施
行

　

令
の
規
定
に
従
い
支
払
う
も
の
と
す

　

る
。

商
業
統
計
調
査

　
　

行
わ
る

　
　

（
九
月
一
日
現
在
J

わ
が
国
に
お
け
る
最
も
重
要
な
蔵
本
調

査
の
一
つ
で
あ
る
商
業
調
嘉

日
を
期
し
て
全
国
一
斉
に
行
わ
れ
商
業

の
実
態
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
実
施
さ

れ
ま
す
。
調
査
の
範
囲
は
卸
売
業
小
売

業
及
ぴ
飲
食
店
の
全
部
で
あ
っ
て
調
査

事
項
は
「
商
店
名
」
「
所
在
地
」
「
従

業
者
数
」
「
売
上
高
」
「
営
業
支
出
額

」
等
で
あ
っ
て
調
査
員
が
お
店
に
お
伺

い
し
て
事
業
ま
に
記
入
し
て
戴
く
も
の

　

（
甲
調
査
）
と
調
査
員
が
事
業
ま
か
ら

聞
き
取
り
記
入
す
る
（
乙
調
査
）
の
二

種
あ
り
ま
す
。
右
の
い
ず
れ
の
調
査
も

税
令
一
に
全
然
関
係
し
な
い
し
統
計
を
作

る
目
的
以
外
に
利
用
す
る
こ
と
は
法
律

で
堅
く
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
か
ら
ど
う

か
正
確
な
あ
り
の
ま
X
の
申
告
を
し
て

頂
く
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

転
出
証
明
書
の
有
効

期
間
に
つ
い
て

居
住
市
町
村
よ
り
他
に
転
出
す
る
場
合

そ
の
所
属
す
る
役
場
或
は
市
役
所
の
配

給
係
に
於
て
転
出
証
明
書
の
交
付
を
受

け
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
が
、
こ
の
転

出
証
明
書
は
発
行
の
日
よ
り
六
〇
日
間

の
有
効
期
間
を
過
ぎ
る
と
無
効
に
な
り

ま
す
か
ら
他
へ
転
入
の
場
合
な
る
べ
く

早
く
手
続
を
完
了
し
て
下
さ
い
。
万
一

期
間
経
迪
し
た
場
合
は
転
出
証
明
書
の

交
付
を
受
け
た
市
町
村
役
場
へ
そ
の
証

明
書
を
持
お
し
て
再
交
付
を
受
け
て
下

さ
い
。

新
市
町
村
紹
介

寫
具
コ
ン
ク
ー
ル

目
的
新
し
く
誕
生
し
た
市
町
村
の
認

　

識
と
宣
伝
を
目
的
と
す
る

主
M
新
市
町
村
の
風
物
風
俗
（
昭
和

　

二
十
七
年
一
月
以
降
市
肋
を
施
行
し

　

た
市
及
び
合
併
し
た
町
村
）

サ
イ
ズ
四
ツ
切
締
切
九
月
五
日

送
り
先
東
京
都
千
代
剛
区
平
河
町
二

　

ノ
六
地
方
自
治
総
合
大
展
覧
会
事

　

務
川
写
真
コ
ン
ク
ー
ル
係

賞
推
選
一
点
地
方
自
治
総
〈
‥
大

　

回
覧
会
委
圖
長
賞
副
賞
三
〇
、
〇

　

〇
〇
円
富
士
賞

　

特
選
二
点
右
同
副
賞
二
〇
、

　
　

〇
〇
〇
円
″

　

入
選
一
〇
点
右
同
副
賞
五
、

　
　

〇
〇
〇
円

　

佳
作

　
　

一
〇
〇
点

字
問
地
方
白
扇

総
合
少
展
覧
会

詳
細
は
市
商
工

課
へ
問
合
せ
の

事

電話番号変更並増設御案内

此の度右記

∩通り八月

七日より電

話私設をな

し番号を変

更しました

　

大
野

電
訪
番
号

900番木皿凄
901番

902番

903番

503番分室直通



建
築
基
準
法
の
適
用
に
っ
い
て

建
w
m
m
よ
り
確
認
申
請
書
を
提

出
し
て
、
確
認
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
建
築
物
は
左
記
の
通
り
で
あ
り
ま

す
。

　
　
　
　

記

一
、
適
用
を
受
け
る
地
域

　

旧
大
野
町
、
下
庄
、
乾
側
、
小
山
、

　

上
庄
の
一
部
（
東
申
、
吉
、
北
御
門

　

森
政
細
家
、
医
王
寺
、
下
据
、
中
据

　

猪
島
）

二
、
適
用
を
受
け
る
建
物

　

十
平
方
米
（
約
Ξ
坪
）
以
上
の
建
物

　

を
新
築
、
改
築
、
増
築
、
又
は
大
規

　

模
な
修
繕
、
大
規
模
な
模
様
替
を
す

　

る
場
合
に
は
、
全
て
適
用
に
な
り
ま

　

す
。

三
、
手
続
そ
の
他
に
つ
い
て

　

（
イ
）
確
認
申
請
用
紙
は
大
野
市
役

　
　

所
建
設
課
及
び
各
支
所
又
は
大
野

　
　

土
木
出
張
所
に
あ
り
ま
す
。

　

（
口
）
提
出
先
は
大
野
市
役
所
建
設

　
　

課
又
は
各
支
所
で
あ
り
ま
す
。

　

（
ハ
）
提
雨
脚
類
は
確
認
申
請
書
一

　
　

通
、
確
認
通
知
書
一
通
、
図
面
二

　
　

通
、
及
び
着
工
届
一
通
で
あ
り
ま

　
　

す
。

　
　

エ
事
が
完
了
し
ま
し
た
ら
完
了
届

　
　

を
出
し
て
下
さ
い
。

　

（
ニ
）
確
認
申
請
手
数
料
は
次
の
通

　
　

り
で
あ
り
ま
す
。

　
　

六
、
〇
五
ま
で
二
〇
〇
円

　
　

六
、
〇
五
坪
か
ら
Ξ
〇
、
二
五
同

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

五
〇
〇
円

　
　

三
〇
、
二
五
″
六
〇
、
五
〇
同

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

七
〇
〇
円

　

六
〇
、
五
〇
同
九
〇
、
七
七
同

　
　
　
　
　
　
　
　

一
、
〇
〇
〇
円

　

九
〇
、
七
七
同
一
五
一
、
八
〇
同

　
　
　
　
　
　
　
　

一
、
五
〇
〇
円

一
五
一
、
八
〇
同
二
一
一
、
八
〇
同

　
　
　
　
　
　
　
　

二
、
〇
〇
〇
円

（
ホ
）
建
築
工
事
現
場
に
は
確
認
済

　

の
表
示
を
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

　

ん
。

（
へ
）
（
一
）
の
適
用
地
域
外
で
も

建
築
す
る
場
合
に
は
着
工
届
を
、

建
築
物
を
除
去
す
る
場
合
は
除
却

届
を
提
出
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。

届
出
の
用
紙
は
大
野
市
役
所
建
設

課
及
び
各
支
所
又
は
大
野
土
木
出

張
所
に
あ
り
ま
す
。

屋
外
廣
告
物
法
の

　
　
　

適
用
に
つ
い
て

旧
大
野
町
及
び
下
圧
町
内
に
屋
外
広
告

物
の
表
示
を
す
る
場
合
に
は
左
の
要
領

に
よ
り
許
可
申
請
書
を
提
出
し
て
許
可

を
受
け
な
け
か
ほ
な
り
ま
せ
ん
。

　
　
　
　

記

一
、
屋
外
広
告
物
と
は

　

常
時
又
は
一
定
の
期
間
継
続
し
て
屋

　

外
で
公
衆
に
衷
示
さ
れ
る
も
の
で
あ

　

っ
て
看
板
、
立
看
板
、
は
り
紙
及
ぴ

　

は
り
札
並
に
広
告
塔
、
広
告
板
、
建

　

物
、
そ
の
他
の
工
作
物
等
に
掲
出
さ

　

れ
又
は
F
示
さ
れ
る
も
の
並
に
こ
れ

　

に
類
す
る
も
の
。

二
、
手
続
そ
の
他
に
つ
い
て

　

（
イ
）
申
馴
用
紙
は
大
野
市
役
所
建

　
　

設
課
及
ひ
下
庄
支
所
並
に
大
野
土

　
　

木
出
張
所
に
あ
り
ま
す
。

　

（
ロ
）
提
出
先
は
次
の
通
り
で
あ
り

　
　

ま
す
。

　
　

表
示
期
間
五
日
以
内
の
も
の
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

大
野
市
役
所

　
　

″
五
日
以
上
の
も
の
は

　
　
　
　
　
　
　
　

大
野
土
木
出
張
所

　

（
ハ
）
提
出
宵
類
は
許
可
申
臍
婁
二

通
、
地
図
二
通
及
び
看
板
の
内
容

の
詳
細
図
二
通

（
ニ
）
申
請
手
数
料
は
一
件
二
百
五

　

十
円
で
あ
り
ま
す
。

御
挨
拶

　

大
野
市
連
合
青
年
団
長
玉
木
禰
市

我
々
大
野
市
連
合
青
年
団
は
大
野
市
制

に
兎
だ
ち
去
る
六
月
十
二
日
に
発
足
斂

し
ま
し
た
。
而
し
て
我
々
青
年
団
は
日

青
協
の
綱
領
に
も
示
し
て
居
り
ま
す
通

り
、
先
づ
個
人
を
錬
磨
し
ひ
い
て
は
我

々
の
住
む
地
域
社
会
の
浄
化
発
展
に
努

め
進
ん
で
人
類
愛
と
正
義
を
以
て
世
界

平
和
に
貢
献
し
た
い
と
念
願
す
る
も
の

で
あ
り
ま
す
。

新
生
大
大
野
市
民
に
訴
ふ

　
　
　
　

大
野
市
御
領
伊
藤
大
愚

天
地
と
共
に
栄
え
ん
大
野
市
を

育
む
こ
A
ろ
は
只
お
ん
誠
な
り
。

登
る
道
多
岐
多
様
な
れ
ど
も
誠
あ
る

道
を
選
べ
ば
末
長
く
栄
え
ん
。

何
た
る
吉
日
ぞ
昭
和
二
十
九
年
七
月

一
日
。
茲
数
年
来
大
野
市
制
実
現
に

前
大
野
町
長
斎
籐
讃
雄
氏
に
依
り
て

彊
く
押
し
進
め
ら
れ
合
併
町
村
の
利

害
琳
失
の
た
め
幾
度
か
離
合
集
散
を

伝
元
ら
れ
し
希
望
と
憧
憬
の
田
園
都

市
大
野
市
は
名
実
共
に
亀
山
城
頭
数

発
の
狼
火
と
共
に
溌
喇
陽
々
と
し
て

誕
生
せ
り
。

惜
う
に
大
野
の
地
た
る
や
古
世
紀
は

沼
沢
乃
至
入
海
な
り
し
な
ら
ん
其
昔

大
沼
郷
と
称
し
I
㈲
の
葦
生
い
繁
れ

る
沼
沢
な
り
し
を
畏
く
も
人
皇
七

士
六
代
m
天
皇
の
未
だ
味
真
野
御

在
住
の
御
御
郷
削
の
三
大
川
を
切
り

拓
き
所
謂
治
山
治
水
の
術
よ
く
功
を

奏
し
九
頭
龍
、
足
羽
、
日
野
の
三
川

は
三
国
に
向
つ
て
合
流
し
て
海
に
注

ぎ
残
余
の
地
は
沃
野
と
し
て
其
処
に

田
畑
と
な
り
て
幾
百
年
か
我
等
祖
先

の
耕
私
の
末
現
地
域
と
な
り
し
な

り
。
今
や
二
町
六
ケ
村
は
渾
然
一
体

と
な
り
大
同
団
結
し
て
大
大
野
市
と

し
て
天
下
に
雄
飛
せ
ん
と
す
。
我
等

は
今
や
元
の
町
村
の
形
態
慣
習
に
執

着
を
捨
て
所
謂
人
生
の
目
的
は
喜
び

生
る
事
な
り
と
誰
か
断
ｔ
を
下
し
お

け
る
が
畢
竟
人
生
最
終
の
目
的
人
類

愛
の
精
神
に
燃
元
隣
保
相
扶
け
農
山

漁
商
売
等
夫
々
層
一
層
自
己
の
天
職

に
励
精
し
朝
に
家
族
皆
天
地
自
然
の

大
恩
寵
に
満
腔
の
感
謝
ご
希
望
を

靭
一
き
神
仏
削
仰
の
生
活
に
入
り
増
産

に
邁
進
し
削
売
ば
薄
利
多
売
誠
実
を

モ
ッ
ト
ー
に
業
務
に
励
ま
ん
か
市
の

発
展
や
期
し
て
待
つ
べ
し
。
怠
憬
奈

侈
放
縦
の
生
m
慎
み
八
月
十
日
の

市
長
選
に
は
天
下
に
ぼ
ぢ
ざ
る
誠
斑

あ
り
実
行
力
あ
る
円
満
な
る
人
格
者

を
選
出
し
全
国
に
比
類
な
き
大
大
野

市
の
文
化
発
展
に
努
力
し
万
全
の
策

を
尽
さ
れ
ん
事
を
衷
心
念
願
し
て
大

野
市
誕
生
を
祝
福
し
今
後
の
発
展
を

翼
望
し
て
摺
筆
す
。

維
時
昭
和
二
十
九
年
八
月
五
日
午
後

九
時
五
k
山
荘
に
て
脱
続
せ
り
。

上
庄
裁
縫
学
院
夏
期
講
座

昼
過
ぎ
て
十
二
時
四
十
分
上
圧
小
学
校
内
裁
縫
学
院

夏
期
講
座
室
に
入
る
と
、
む
す
様
な
暖
さ
の
申
に
中

食
休
み
も
せ
ず
に
、
七
、
八
名
の
熱
心
な
講
習
生
が

額
に
汗
を
し
て
研
究
を
し
て
い
る
。

講
師
の
笹
島
す
さ
を
先
生
、
籐
堂
昌
子
先
生
に
尋
ね

て
見
る
。

　

夏
期
講
座
は
七
月
一
日
よ
り
八
月
末
迄
の
ニ
ケ
月

　

間
朝
八
時
よ
り
午
後
四
時
半
迄
申
食
休
み
の
一
時

　

間
休
憩
が
あ
る
の
み
。
皆
熱
心
に
講
義
を
聞
き
実

　

習
に
余
念
が
な
い
。
講
習
生
が
七
〇
名
余
り
課
目

　

は
、
和
裁
科
、
洋
裁
科
、
社
心
一
科
、
珠
算
科
、
二

　

ヶ
月
の
講
座
が
終
る
と
秋
の
収
穫
の
お
手
伝
、
十

　

一
月
よ
り
翌
年
四
月
迄
朝
九
時
か
ら
午
後
四
時
迄

　

の
修
業
ぶ
り
、
普
通
科
三
年
後
は
研
究
科
と
し
て

　

ニ
、
＝
一
年
と
い
う
古
参
も
あ
る
。

若
越
青
年
体
育
大
会

　
　
　
　

大
野
市
に
於
て
開
催

ス
ポ
ー
ツ
は
す
ぺ
て
の
は
想
人
種
国
境

を
越
え
て
結
び
合
う
も
の
で
あ
る
。

意
気
に
燃
え
立
つ
県
下
四
万
の
若
人
が

す
べ
て
の
環
境
を
越
え
た
友
愛
と
信
義

に
生
き
身
心
共
に
健
全
な
る
発
展
を
願

い
全
青
年
団
の
体
育
胎
動
綜
合
発
表
の

場
と
し
て
伝
統
を
誇
る
本
大
会
を
開
催

せ
ん
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

本
年
は
特
に
県
下
各
加
盟
団
の
協
力
を

得
て
大
野
市
制
祝
賀
行
事
の
I
吊

て
当
地
に
て
実
施
せ
ら
れ
る
事
に
な
り

ま
し
た
。

文
字
通
り
大
野
市
の
祝
賀
行
事
た
り
叫

る
と
青
年
団
員
は
張
り
き
つ
で
居
り
ま

す
。
市
民
の
皆
さ
ん
に
お
か
れ
て
は
大

会
当
日
を
御
期
待
下
さ
い
ま
し
て
絶
大

な
る
御
支
援
と
御
協
力
を
御
願
い
し
ま

す
。
一
、
場
所
有
中
グ
ラ
ン
ド

一
、
日
時
九
月
四
日
前
夜
祭

　
　
　
　
　
　

五
日
大
会

一
、
出
場
人
員
約
一
干
名

陸
上
・
海
上
・
航
空

　

自
衛
官
募
集

防
衛
ぼ
で
は
今
回
、
陸
上
、
海
上
、
航

空
（
各
二
等
）
を
含
め
て
約
二
万
三
千

人
の
隊
員
を
全
国
一
斉
に
募
集
す
る
こ

と
に
な
っ
た
。

志
願
資
格
は
昭
和
四
年
十
月
二
日
か
ら

昭
和
十
一
年
十
月
一
日
ま
で
に
生
れ
た

6
身
健
全
な
男
子
で
新
制
中
学
校
卒
業

程
度
以
上
の
者

志
願
受
付
は
八
月
十
六
日
か
ら
九
月
三

十
日
ま
で
待
遇
、
手
続
、
試
験
等
の
く

わ
し
い
こ
と
は
市
役
所
総
務
課
に
案
内

轡
、
志
願
票
等
が
あ
り
ま
す
か
ら
志
願

さ
れ
よ
う
と
す
る
方
は
尋
ね
て
下
さ
い



煙草談義

ね
ざ
め
の
I
ふ
く

「
世
の
申
に
酒
と
「
た
ば

こ
」
が
な
か
り
せ
ば
、
な

ん
で
う
き
世
に
い
の
ち
な

が
元
ん
」
こ
ん
な
文
句
は

昔
か
ら
あ
つ
た
か
ど
う
か

は
知
ら
な
い
が
酒
は
天
の

岩
戸
を
開
い
た
大
昔
か
ら

あ
つ
た
ら
し
い
、
叉
「
た

ぱ
こ
」
は
歴
史
に
う
と
い
小
生
に
は
知

ら
な
い
が
種
が
島
の
鉄
砲
当
時
か
ら
あ

っ
た
も
の
で
し
ょ
う
か
、
そ
の
点
は
歴

｛
に
の
先
生
に
聞
い
て
も
ら
い
た
い
。

と
こ
ろ
が
か
な
り
の
愛
酒
家
で
も
一
日

位
酒
が
な
く
て
も
な
ん
と
か
し
の
げ
る

が
、
煙
草
と
た
る
と
仲
々
そ
う
は
ゆ
か

な
い
。

こ
れ
に
関
し
て
面
白
い
話
が
あ
る
。
丁

度
今
時
は
農
閑
期
で
大
て
ぃ
山
へ
芝
を

刈
り
に
ゅ
く
、
一
年
間
の
燃
料
を
こ
し

ら
え
る
た
め
だ
。
昨
年
の
八
月
今
頃
の

話
だ
が
小
生
の
隣
家
の
親
爺
も
御
多
分

に
も
れ
ず
で
か
け
た
。
二
里
程
の
道
を

車
を
引
き
麓
の
薮
の
申
へ
車
を
入
れ
、

そ
れ
か
ら
小
半
時
間
も
登
っ
て
ゆ
く
の

だ
。
さ
て
彼
氏
い
よ
く
現
場
に
着
い

て
先
づ
I
ぷ
く
と
固
っ
て
腰
へ
手
を
や

っ
た
。
と
こ
ろ
が
毎
日
腰
か
ら
は
な
し

た
事
の
な
い
「
免
ん
ろ
う
」
が
な
い
、

命
の
次
に
と
云
っ
て
も
過
言
で
な
い
程

大
切
に
し
て
い
る
「
元
ん
ろ
う
」
が
な

い
の
だ
か
ら
大
変
で
す
。
坂
道
を
せ
っ

か
く
登
っ
て
現
場
に
着
い
て
ゃ
れ
く

と
、
つ
か
れ
た
体
を
草
の
上
に
な
げ
出

し
、
さ
て
I
ぷ
く
と
固
っ
た
時
に
か
ん

じ
ん
な
も
の
が
な
い
。
愛
煙
家
の
小
生

に
は
こ
の
時
の
気
持
は
全
く
良
く
わ
か

る
。
こ
の
御
本
人
は
三
十
年
来
の
喫
煙

家
で
「
た
ば
こ
」
以
外
に
な
に
も
道
楽

は
な
い
、
酒
は
一
滴
も
の
ま
ず
至
極
真

面
目
な
篤
農
家
だ
が
「
た
ぼ
こ
」
な
し

で
は
一
日
も
す
ご
さ
れ
ぬ
男
だ
。
う
っ

か
り
し
て
煙
草
を
き
ら
す
と
煙
草
屋
迄

は
遠
い
も
の
だ
か
ら
隣
近
所
で
借
り
て

こ
れ
を
元
ん
ろ
う
に
っ
め
る
。
こ
ん
な

男
だ
か
ら
山
へ
行
っ
て
た
ば
こ
が
な
い

の
だ
か
ら
も
う
大
変
だ
、
仕
事
も
な
に

も
手
に
っ
い
た
も
の
で
は
な
い
。
途
中

一
里
程
下
る
と
た
ば
こ
屋
が
あ
る
事
を

患
い
付
き
せ
っ
か
く
登
っ
た
山
だ
が
別

に
苦
に
も
せ
ず
直
に
下
山
し
売
店
へ
飛

込
ん
だ
。
見
た
と
こ
ろ
「
酒
と
た
ば
こ

は
現
金
に
お
願
い
し
ま
す
」
と
あ
る
、

山
へ
来
る
の
に
公
一
を
持
っ
て
い
よ
う
筈

が
な
い
。
事
刺
を
話
し
て
バ
ッ
ト
を
手

に
入
れ
そ
れ
こ
そ
ひ
も
じ
い
時
の
ボ
タ

モ
チ
と
云
う
位
だ
、
こ
ん
な
時
の
昧
は

又
格
別
だ
。
そ
こ
で
又
山
へ
の
帰
り
道

に
一
本
っ
け
現
場
に
着
い
て
叉
一
本
二

時
間
無
駄
時
間
を
つ
い
や
し
仕
事
に
か

A
つ
た
そ
う
だ
。

こ
ん
な
話
は
い
く
ら
も
あ
る
。
戦
時
中

は
よ
も
ぎ
や
い
ば
ら
、
い
た
ど
り
等
の

葉
を
吸
っ
た
。
肖
元
ば
馬
鹿
な
話
だ
。

ニ
コ
チ
ン
が
あ
っ
て
こ
そ
「
た
ば
こ
」

と
云
う
も
の
だ
が
た
ん
で
戦
時
中
だ
け

よ
も
ぎ
が
た
ぼ
こ
の
代
り
を
す
る
も
の

か
。
喫
煙
家
と
い
う
も
の
は
浅
ま
し
い

も
の
だ
。

こ
う
し
て
み
る
と
世
の
中
に
な
く
て
は

な
ら
ぬ
も
の
は
「
た
ぱ
こ
」
と
い
り
事

に
な
る
。

さ
て
そ
こ
で

前
お
き
が
長

過
ぎ
た
が
こ

れ
か
ら
が
本

す
ぢ
で
す
。

よ
く
見
て
、

い
た
M
き
た

い
。
本
当
に
面
白
い
話
は
こ
れ
か
ら
で

す
。
こ
れ
程
大
切
な
「
た
ば
こ
」
が
一
体
大

野
市
内
で
ど
れ
程
消
費
さ
れ
て
い
る
で

し
ょ
う
か
。
勝
山
の
専
売
公
社
へ
聞
け

ば
分
る
事
だ
が
小
生
の
胸
算
用
を
左
に

記
し
て
み
ま
す
、
実
に
面
白
い
数
鍛
と

必
一
額
が
出
て
き
ま
す
。

そ
れ
に
は
先
づ
荼
’
礎
が
な
け
れ
ば
な
ら

ぬ
。
そ
の
基
礎
に
大
野
市
の
世
帯
数
を

取
っ
て
み
よ
う
。

大
野
市
の
世
帯
数
は
八
、
七
〇
〇
戸
だ

そ
う
だ
。

今
最
少
限
度
の
見
積
り
で
一
戸
に
一
人

喫
煙
者
が
あ
る
と
仮
定
す
る
と
大
野
市

内
に
八
、
七
〇
〇
人
の
喫
煙
者
が
い
る

事
に
な
る
。
こ
の
八
、
七
〇
〇
人
を
基

礎
に
し
て
算
盤
を
は
じ
い
て
み
否
」
と

に
し
よ
う
。
（
右
下
の
表
）

8，700人の内

みのりを吸う人2e％と寸ろと］，740人となる

ききょうを・り・10％々810人々

バットをヵ’20％・ヶ1，740人々

朝日聡々’5％・り・4C5人／7

新生か・ク20＾＾1，740人々

Fヽがヽりを・ク］5％z・］＞215人力’

ビーフヽを〃10％・り’810人・ヶ

是等の人が一年にどれだけのたばこを吸うか

と云ぺと

　

ゐ，のり，ききようは一ノヽが三nに一箇

　

バット，朝日，耕生は一入が毎日一箇

　

召ヽかり，ヒースはーハ，が二こ日にΞ箇

づ－J吸うとすると一年に

みのり417．6C0ヶききよろ］94，400ヶ

バット626，4C0朝日145，800

新生C26μCOひかン656，100

ヒ－7ヽ437μCO

豚紅にドC18，792，CCC円11，64，ccorロ

　　　　　

18，792，ceo4，374，coo

　　　　　

25，056，ceo19，683，000

　　　　　

19，683，ceo

　

旧・ll8，044，CCCmとな：笑にばく大な

　

礼のです。これが大野市民叶喫偕老が一年

　

間に消費する畑草の金額です。

さ
て
そ
こ
で
本
年
度
か
ら
新
た
に
煙
草

消
費
税
と
い
う
税
金
が
で
き
て
今
迄
た

ぱ
こ
の
税
金
は
す
べ
て
国
税
に
な
っ
て

い
ま
し
た
が
地
方
財
政
が
貧
困
を
極
め

て
い
る
の
に
政
府
独
占
で
は
誠
に
申
訳

が
な
い
と
い
う
の
で
地
方
ヘ
ー
部
わ
け

ま
え
を
く
れ
る
事
に
た
り
市
町
村
で
消

費
し
た
煙
草
の
金
額
の
百
十
五
分
の
十

を
そ
の
市
町
村
へ
た
ば
こ
消
費
税
と
し

て
支
払
っ
て
く
れ
る
事
に
な
っ
た
の
で

す
。

で
は
大
野
市
へ
は
果
し
て
い
く
ら
程
煙

草
消
費
税
が
入
る
か
と
云
う
と
前
述
の

消
費
金
額

l
l
。
8
0
4
。
4
0
0
［
i
．
i
χ
弘
＝

　
　
　
　
　
　
　

1
0

。
2
6
4
。
6
9
5
P
－
］

即
ち
一
千
万
円
余
り
入
る
事
に
な
る
の

で
す
。
一
千
万
円
と
云
元
ぽ
旧
村
部
上

庄
、
富
田
の
I
ヶ
年
間
の
予
算
額
に
匹

敵
す
る
大
金
で
す
。
こ
の
大
金
が
大

野
市
の
財
源
と
し
て
入
っ
て
く
る
の
で

す
。

こ
の
お
金
は
各
人
が
毎
日
吸
っ
て
お
ら

れ
る
煙
草
に
よ
っ
て
労
せ
ず
し
て
生
れ

る
も
の
で
す
。

で
わ
I
ヶ
々
々
に
つ
い
て
み
る
と

ビ
ー
ズ
三
円
九
一
銭
新
生
三
円
四
七

銭
光
、
バ
ッ
ト
二
円
六
〇
銭

き
き
ょ
う
五
円
二
〇
銭
朝
日
三
円
四

七
銭
み
の
り
三
円
九
一
銭

こ
れ
だ
け
の
税
令
一
が
市
の
財
源
と
し
て

入
っ
て
く
る
の
で
す
。

さ
て
あ
ら
た
め
て
愛
煙
家
の
W
様
に
お

願
い
す
る
の
だ
が
、
ど
う
せ
吸
わ
ね
ば

な
ら
ぬ
た
ぱ
こ
故
一
日
の
旅
行
二
曰
の

出
張
に
も
た
ば
こ
だ
け
は
大
野
市
内
で

買
っ
て
ゅ
か
れ
決
し
て
旅
先
で
は
求
め

ら
れ
な
い
様
に
し
て
戴
さ
た
い
。
煙
に

な
っ
て
だ
ん
く
消
沢
て
ゅ
く
の
だ
か

ら
帰
り
の
お
土
産
を
入
れ
る
カ
バ
ン
や

袋
の
ぢ
ゃ
ま
に
は
な
り
ま
せ
ん
。
ち
ょ

っ
と
し
た
ら
掛
で
す
が
こ
れ
が
大
野
市

の
健
全
な
る
発
展
に
大
き
な
役
割
を
す

る
の
で
す
。

税
金
の
話
に
な
る
と
誰
も
が
面
白
が
ら

な
い
様
だ
が
こ
の
た
ば
こ
消
費
税
だ
け

は
何
の
苦
も
な
く
只
煙
に
す
る
事
に
ょ

っ
て
生
れ
る
税
金
で
す
。
然
も
そ
れ
が

大
野
市
の
財
政
に
大
き
な
役
割
を
果
し

て
い
る
の
で
す
。

苦
労
の
い
ら
ぬ
税
命
一
、
そ
れ
は
煙
草
消

費
税
で
す
。
賢
明
な
る
大
野
市
の
喫
煙

家
の
皆
様
ぜ
ひ
「
た
ば
こ
」
は
市
内
で

お
求
め
下
さ
い
。
決
し
て
市
の
財
源
を

横
流
し
さ
れ
な
い
様
く
れ
ぐ
も
お
願

い
し
ま
す
。

市税完納
強調月間

新
市
撥
展
の
穴
め

　

市
税
に
納
期
ま
で
に

　
　
　
　

納
め
E
ま
し
・
H
’
つ

「
日
頃
の
貯
蓄
、
気
楽
な
納
税
」

8月15日より

9月14日まで

大
野
市
連
合
青

年
團
事
業
計
画

1
指
導
者
養
成
講
習
会

加
盟
団
に
於
け
る
少
壮
有
為
な
る
人
材

を
選
抜
弟
一
線
指
。
り
者
と
し
て
の
6
要

な
る
知
識
と
技
を
脆
い
青
年
団
運
動
の

直
諦
を
体
碍
す
る
と
同
時
に
そ
の
推
進

力
と
な
る
仙
に
努
め
た
い
。

　

七
月
三
十
一
日
よ
り
八
月
一
日
ま
で

　
　

実
施
於
小
山
小
学
校

　
　
　
　
　
　
　

県
教
委
支
局
共
催

2
女
子
問
題
研
究
会

女
子
の
活
動
は
現
今
と
み
に
盛
ん
に
な

り
つ
X
あ
る
と
は
云
え
ど
も
、
未
だ
低

調
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
女
子
問
題
に
対

し
て
根
本
的
な
研
究
と
討
議
を
行
う
為

に
研
究
会
を
開
催
し
益
々
そ
の
発
展
を

期
せ
ん
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

　

九
月
末
口
実
施
市
教
委
会
共
催

3
政
治
教
育
の
実
践
民
主
細
下
に
お

け
る
青
年
団
運
動
は
学
習
酒
動
か
ら
社

会
活
動
へ
、
そ
し
て
正
し
い
政
治
活
動

へ
と
発
展
し
て
ゆ
か
ね
ば
な
ら
な
い
。

次
代
を
創
造
す
る
1
年
の
責
務
と
圏
力

な
る
社
会
他
動
に
よ
っ
て
よ
り
よ
い
共

同
社
会
の
実
現
を
期
す
る
た
め
に
も
政

治
問
題
を
タ
ブ
ー
に
し
て
お
い
て
ょ
い

筈
は
な
い
と
信
ず
る
。
以
上
に
よ
り
我

々
は
正
し
い
政
治
へ
の
理
解
と
認
識
を

昂
め
る
た
め
政
治
教
育
の
実
践
を
な
さ

ん
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

1
公
明
選
挙
運
動
の
展
開

2
各
種
団
体
と
の
提
携
強
化

　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
以
下
次
号
）



夏
の
味
受

釣
天
狗

夏
は
真
名
川
し
ぶ
き
に
濡
れ
て

　
　
　
　
　

男
鮎
つ
り
日
焼
け
肌

こ
ｙ
は
九
頭
龍
川

の
萩
ケ
野
地
籍
、

本
年
は
鮎
の
発
育

も
一
寸
遅
れ
た
様

で
あ
る
が
、
大
き

い
の
は
四
〇
匁
か

ら
五
〇
匁
程
度
の

発
育
ぶ
り
、
一
日

に
多
い
時
は
五
〇

か
皇
ハ
○
匹
も
取

れ
る
そ
う
だ
。

夕
べ
の
食
膳
で
天

狗
の
話
で
舌
づ
X

み
打
ち
つ
X
明
日

の
エ
ネ
ル
ギ
ー
も

一
〇
〇
％

造
林
補
助
金
交
付
に
つ
い
て

昭
和
十
六
年
七
月
県
は
林
野
に
造
林
を

奨
励
す
る
た
め
に
植
林
に
対
し
て
補
助

金
を
M
付
す
る
様
規
程
を
定
め
吏
に
昭

和
二
十
五
年
十
二
月
二
十
八
日
こ
の
規

程
に
一
部
の
改
正
を
加
元
で
現
在
迄
施

行
し
て
お
り
ま
す
が
補
助
金
は
大
体
左

の
各
号
に
掲
げ
る
造
林
に
要
す
る
経
費

に
つ
き
予
算
の
範
囲
内
で
造
林
者
に
疫

付
す
る
も
の
で
あ
る
。

一
、
普
通
造
林

　

植
栽
E
S
一
反
歩
以
上
で
植
栽
本
数

　

反
当
り
二
百
本
以
上
の
も
の

一
、
階
段
造
林

　

底
巾
一
メ
ー
ト
ル
以
上
延
長
反
当
り

　

五
十
メ
ー
ト
ル
以
上
の
階
段
を
有
す

　

る
も
の

一
、
特
用
樹
造
林

　

「
く
り
」
「
あ
ぶ
ら
ぎ
り
」
反
当
り

　

一
キ
ロ
グ
ラ
ム
以
上
、
「
な
ら
」
「

　

く
ぬ
ぎ
」
反
当
り
〇
、
六
キ
ロ
グ
ラ

　

ム
以
上
の
も
の

補
助
金
は
造
林
に
要
す
る
経
費
の
二
分

の
一
以
内
で
林
業
経
営
指
導
員
の
厳
重

な
る
竣
工
検
査
の
上
事
業
の
成
績
及
び

経
費
を
査
定
し
て
交
付
さ
れ
ま
す
の
で

造
林
地
の
地
拵
え
等
は
丁
寧
に
行
わ
れ

ま
す
様
洵
補
植
等
の
造
林
は
補
助
の
対

象
に
な
り
ま
せ
ん
か
ら
申
添
免
ま
す
。

造
林
補
助
金
の
交
付
を
受
け
よ
う
と
す

る
も
の
は
毎
年
十
月
末
日
迄
に
所
定
の

申
請
書
を
作
成
し
て
知
事
に
提
出
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
補
助
金
の
申
請
そ

の
他
の
事
務
ぼ
従
削
通
り
各
支
所
叉
は

森
林
組
合
に
於
て
取
扱
い
致
し
ま
す
。

小
作
料
央
定
土
地
調
査
に

　
　
　
　
　

協
力
下
さ
い

小
作
料
決
定
土
地
調
査
は
農
地
法
第
二

十
一
条
第
一
項
の
1
市
町
村
農
業
委
詞

会
は
小
作
農
の
経
営
を
安
定
さ
せ
る
こ

と
を
旨
と
し
、
省
令
で
定
め
る
妬
準
に

基
き
、
都
道
府
県
知
事
の
認
可
を
受
け

て
、
農
地
ご
と
に
小
作
料
の
量
高
額
を

定
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
こ
の
規
定

に
よ
り
行
わ
れ
る
も
の
で
す
。

古
く
か
ら
土
地
の
等
級
付
に
は
賃
貸
価

格
が
使
わ
れ
て
来
ま
し
た
が
、
賃
貸
価

格
は
必
ず
し
も
土
地
の
本
源
的
な
生
産

力
を
正
確
に
表
現
し
て
い
な
い
の
で
、

小
作
料
の
最
高
額
を
決
定
す
る
に
当
っ

て
は
先
ず
小
作
地
一
筆
毎
に
賃
貸
価
格

に
代
る
等
級
付
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
の
で
、
そ
の
た
め
の
調
査
を
小
作

料
決
定
土
地
調
査
と
し
て
実
施
す
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。

現
在
の
小
作
料
は
上
田
た
る
と
下
田
た

る
と
問
わ
ず
六
〇
〇
円
の
線
に
近
づ
い

て
お
り
、
全
国
的
に
は
生
産
力
の
安
定

し
て
い
る
地
方
も
冷
害
が
瀕
々
と
来
る

地
方
も
同
様
に
六
〇
〇
円
に
近
く
、
土

地
そ
の
も
の
は
よ
く
な
い
の
に
過
去
に

於
て
陶
農
で
あ
っ
た
x
め
に
最
高
小
作

料
と
な
っ
て
い
る
結
果
も
あ
り
、
こ
の

様
な
一
筆
毎
の
農
地
の
小
作
料
統
制
割

の
凸
凹
に
よ
る
ぶ
均
衡
を
是
正
す
る
た

め
に
行
わ
れ
る
の
で
あ
り
ま
す
。

農
業
委
詣
会
は
八
月
一
日
膜
仕
に
よ
る

小
作
地
の
所
有
状
況
を
申
告
に
よ
り
調

査
し
、
こ
の
調
査
を
基
と
し
て
一
筆
4

に
土
地
調
査
表
を
作
成
し
て
九
月
中
旬

よ
り
現
地
に
於
て
自
然
的
条
件
を
科
学

的
に
調
査
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す

こ
の
申
告
ぽ
特
に
正
確
を
要
し
ま
す
の

で
農
家
の
皆
さ
ん
の
御
協
力
に
よ
り
こ

の
大
事
な
仕
事
が
定
め
ら
れ
た
期
日
（

十
二
月
中
）
ま
で
に
完
了
す
る
よ
う
お

願
い
し
ま
す
。

促
こ
の
調
査
に
よ
り
小
作
料
の
額
が
ど

の
程
度
に
な
る
か
、
亦
い
っ
か
ら
実
削

さ
れ
る
か
は
今
の
と
こ
ろ
判
っ
て
居
り

ま
せ
ん
。

市
の
酪
農
計
画
な
る

大
野
市
の
平
坦
で
広
轍
な
上
川
、
下
圧

富
田
の
各
地
区
を
結
び
つ
け
る
酪
農
圏

が
着
々
実
を
結
び
三
年
後
に
は
目
標
の

二
百
五
十
頭
、
日
産
十
二
石
以
上
の
牛

乳
生
産
が
ほ
ぼ
確
実
と
な
り
農
村
経
済

の
合
理
化
に
新
た
な
光
明
を
与
え
一
般

消
費
者
に
ぼ
廉
価
に
て
出
廻
り
、
近
く
収
乳
所
、
冷
蔵
所
等
の
施
設
も
企
画
中

結
核
予
防
接
種
及
び

結
核
健
康
診
断
の
実
施

本
年
度
の
結
核
m
診
断
及
び
結
核
予

防
接
顛
を
左
記
の
通
り
実
施
致
し
ま
す

か
ら
今
回
の
該
当
者
の
方
は
必
ず
受
け

て
下
さ
い
。

″
二
十
六
日

″
ご
十
四
‥
Ｈ

″
づ
T
万
口

八
月
　
二
大
二
日

月
日

午
前
九
0
―
十
二

午
後
T
阿
1
三
9

午
後
一
時
―
一
二
時

デ
ー
削
九
0
－
十
三
時

午
後
一
時
―
八
時

午
後
県
時
―
三
跡
　
　
　

－
－
－
j
－

時
間

B
C
G
接
佃
及

間
接
撮
影

ツ
ベ
ル
　

ク
リ
ソ
反
に

H
C
G
接
峠
及

間
接
徽
影

ツ
ベ
ル
　

ク
リ
ン
反
応

内
容

小
山
・
交
誕
固

・
近
似
小
学
校

小
山
支
所

胤
側
小
学
校

庄
休
分
教
場

下
庄
小
学
校

庄
昧
分
散
癩

下
庄
小
学
校
　
　

－
－
－
－
－
－
―
i

癩
所

結
核
に
つ
い
て
か
・

結
核
は
謄
一
傅
病
で
は
な
い

結
核
は
伝
＆
病
で
あ
っ
て
遺
伝
す
る

も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
で
す
か
ら

お
父
さ
ん
や
お
母
さ
ん
が
結
核
で
あ

っ
て
も
生
れ
た
て
の
赤
ち
ゃ
ん
に
ツ

ベ
ル
ク
リ
ン
反
応
検
査
を
し
て
見
ま

す
と
ら
ず
陰
性
で
す
。

ど
ん
な
場
合
に
結
核
が
う
つ
る

か
結
核
患
者
の
そ
ば
に
い
て
、
ま
と
も

に
咳
や
く
し
ゃ
み
を
浴
び
る
の
が
一

番
危
険
で
す
。
結
核
菌
は
結
核
ぶ
者

が
出
す
痰
の
中
に
い
ま
す
の
で
咳
や

く
し
ゃ
み
で
出
す
細
い
し
ぶ
き
を
他

の
人
が
す
い
込
ん
で
感
染
す
る
の
で

す
。
大
勢
の
人
々
の
中
に
は
ら
ず
こ

ん
な
掲
者
が
い
ま
す
の
で
自
分
で
は

知
ら
な
い
う
ち
に
う
つ
つ
で
し
ま
い

ま
す
。

結
核
に
な
つ
た
ら
ど
う
な
る
か

結
核
は
初
め
の
う
ち
は
熱
や
咳
も
な

く
ま
た
胸
が
痛
い
と
か
寝
汁
を
か
く

と
い
う
、
い
わ
ゆ
る
自
覚
症
状
は
全

然
あ
り
ま
せ
ん
。
叉
こ
の
位
い
の
時

に
は
聴
診
や
打
診
で
も
殆
ん
ど
分
り

ま
せ
ん
。
自
分
で
分
る
よ
う
に
な
っ

た
時
分
に
は
大
分
進
ん
で
い
ま
す
。

で
わ
ど
う
し
た
ら
結
核
は

　
　
　
　

予
防
で
き
る
で
し
ょ
う
か

そ
れ
に
は
毎
年
一
回
次
の
険
査
を
受
け

る
こ
と
で
す
。

I
ツ
ベ
ル
ク
リ
ン
反
感
瞼
査

こ
の
検
査
は
結
核
に
う
っ
っ
た
か
、

ま
だ
う
っ
っ
て
い
な
い
か
を
調
べ
る

検
査
で
す
。
こ
れ
は
こ
の
注
射
を
し

て
か
ら
二
日
後
に
そ
の
跡
を
み
て
調

べ
ま
す
。
で
す
か
ら
注
射
を
し
た
だ

け
で
二
日
目
に
み
せ
な
い
と
な
に
の

効
果
も
あ
り
ま
せ
ん
。
注
射
を
し
た

あ
と
が
赤
く
な
っ
た
り
水
ぶ
く
れ
が

で
き
た
人
を
陽
性
と
い
い
ま
す
。
注

射
を
し
た
あ
と
が
な
に
も
変
ら
ず
或

は
赤
く
な
つ
で
も
極
め
て
小
さ
い
人

を
陰
性
又
は
疑
陽
性
と
い
い
ま
す
。

2
B
C
G
接
種

ツ
ベ
ル
ク
リ
ン
反
応
が
陰
性
又
は
疑

陽
性
の
人
は
惑
小
一
し
て
い
な
い
人
で

す
。
こ
ん
な
人
は
結
核
に
う
つ
つ
た

場
合
非
常
に
発
病
し
易
い
の
で
、
そ

の
予
防
の
た
め
に
B
C
G
注
射
を
し

て
人
工
的
に
免
疫
を
つ
け
ま
す
。

3
X
綻
間
接
機
影

ツ
ベ
ル
ク
リ
ン
反
応
が
陽
性
の
人
は

も
う
結
核
に
感
染
し
て
い
る
人
で
す

し
か
し
結
核
は
う
っ
っ
て
も
必
ず
病

気
に
な
る
こ
は
限
り
ま
せ
ん
。
殆
ん

ど
の
人
は
体
の
批
抗
力
で
そ
の
ま
ま

1
気
に
な
ら
ず
に
す
み
ま
す
が
十
人

の
申
一
人
か
二
人
が
病
気
に
な
る
の

で
す
。
で
す
か
ら
陽
性
の
人
は
病
気

に
な
っ
て
い
る
か
い
な
い
か
を
調
べ

る
為
に
、
X
線
間
接
撮
影
を
し
て
こ

れ
を
く
わ
し
く
調
べ
ま
す
。

以
上
の
こ
と
を
み
ん
な
が
6
ず
受
け
て

自
分
の
体
を
結
核
か
ら
守
り
ま
し
よ
c

な
お
現
在
わ
が
国
で
は
結
核
予
防
法
と

い
う
法
律
に
従
っ
て
学
校
の
生
徒
や
勤

め
に
出
て
い
る
人
は
そ
れ
ぞ
れ
の
学
校

や
職
場
に
お
い
て
又
そ
れ
以
外
で
○
才

か
ら
Ξ
○
才
ま
で
の
人
は
毎
年
各
町
村

役
場
が
行
う
こ
の
検
査
を
受
け
な
け
れ

ぱ
な
ら
な
い
こ
と
に
な
っ
て
居
り
ま
す

今
回
は
中
学
校
卒
業
以
上
満
三
〇
才
迄

の
も
の
に
つ
い
て
行
っ
て
い
ま
す
。



玉

ね

ぎ

栽
培
方
法

当
地
方
に
於
け
る
玉
葱
の
栽
培
の
歴
史

は
浅
く
反
当
収
量
も
一
般
に
低
い
が
、

大
野
地
区
、
村
に
よ
り
或
は
個
人
に
よ

り
そ
の
差
が
甚
だ
し
く
栽
培
技
術
が
充

分
に
普
及
し
て
居
ら
ぬ
こ
と
を
示
し
て

い
る
。
従
っ
て
今
後
の
技
術
の
進
歩
に

よ
り
反
当
収
量
を
増
加
さ
せ
る
加
地
は

充
分
に
あ
り
最
も
将
来
性
の
あ
る
疏
菜

で
あ
る
。
」
、
品
種

泉
州
黄
…
…
従
来
用
い
ら
れ
て
居
っ
た

黄
色
扁
平
種
で
あ
る
。

貝
塚
早
生
…
…
前
種
よ
り
最
近
選
出
さ

れ
た
早
生
種
で
本
県
の
平
坦
地
方
で
は

二
週
間
内
外
球
の
肥
大
が
早
い
。
し
か

し
貯
蔵
力
が
梢
落
ち
る
の
で
都
市
近
郊

に
於
て
皿
ま
出
し
用
と
し
て
用
い
る
べ
き

で
あ
る
。

二
、
1
苗

　

（
イ
）
播
傾
期
…
…
玉
葱
の
栽
巾
に
於

て
定
植
期
ま
で
に
適
当
の
大
き
さ
の
苗

を
得
る
こ
と
が
最
も
大
切
で
あ
る
の
で

播
種
は
必
ず
適
期
に
行
わ
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
当
地
方
で
は
八
月
二
〇
日
頃

が
播
種
期
で
あ
ろ
う
、
但
し
貝
ぶ
早
生

は
二
週
闘
内
外
早
播
と
す
る
。

　

（
ロ
）
播
開
法
…
…
播
種
十
日
に
咄
に

坪
当
り
腐
熟
堆
肥
二
貫
、
過
石
三
〇
匁

下
肥
一
貫
を
三
1
四
倍
の
水
に
う
す
め

て
む
ら
の
無
い
様
に
撒
き
よ
く
打
返
し

て
置
く
。
苗
床
は
巾
四
尺
内
外
長
さ
適

宜
、
高
さ
三
I
四
寸
と
す
る
。
播
部
制

に
再
び
耕
し
之
に
木
灰
一
五
〇
匁
を
撤

い
て
上
土
に
混
ぜ
士
を
充
分
砕
い
て
平

に
均
ら
す
。
玉
葱
の
和
子
は
二
年
目
に

な
る
と
発
芽
が
悪
く
な
る
か
ら
必
ず
信

用
の
あ
る
唐
か
ら
新
種
を
求
め
る
べ
き

で
あ
る
。
そ
し
て
直
に
発
芽
試
験
を
行

っ
て
そ
の
良
否
を
確
か
め
る
こ
と
が
大

切
で
あ
る
。
柚
子
は
坪
当
り
三
勺
の
割

今
で
む
ら
の
な
い
様
に
撒
播
し
、
腐
壌

土
に
草
木
灰
を
混
ぜ
合
わ
せ
た
も
の
を

廸
十
が
見
え
な
く
な
る
程
度
の
厚
さ
に

覆
土
す
る
。
つ
い
で
潅
水
、
敷
a
を
行

う
。
七
I
一
〇
日
で
発
芽
し
て
来
る
か

ら
直
に
敷
a
を
除
き
、
す
っ
か
り
生
え

揃
っ
た
な
ら
ば
こ
み
合
っ
た
所
を
間
引

き
五
、
六
分
間
隔
と
す
る
。
苗
の
草
丈

が
三
寸
内
外
に
な
れ
ば
五
、
六
倍
に
う

す
め
た
腐
熟
人
尿
を
施
し
、
土
入
を
行

う
。
こ
の
土
人
と
は
晴
天
の
日
を
選
ん

で
五
分
目
の
節
で
苗
の
頭
上
よ
り
腐

壌
土
を
二
分
内
外
の
厚
さ
に
筒
い
か

け
る
こ
と
で
あ
る
。
第
二
回
目
の
土
人

を
菌
が
四
I
五
寸
の
時
に
行
う
。
こ
の

土
入
に
よ
り
根
部
の
発
育
伸
長
を
助
け

延
い
て
地
上
部
の
発
育
も
旺
盛
と
な
り

揃
っ
た
良
苗
が
出
来
る
。
反
当
苗
床
面

積
約
一
五
坪
、
所
要
種
子
四
I
五
合
。

三
、
定
植
期

（
イ
）
定
植
期
…
…
十
月
下
旬
但
し

貝
ぶ
早
生
は
早
目
に
行
う
。

　

（
ロ
）
定
植
時
の
苗
の
大
き
さ
玉
葱

苗
（
泉
州
黄
）
重
量
一
匁
1
一
、
五
匁

定
植
期
の
苗
の
大
き
さ
…
…
基
部
直
堕

二
分
I
二
分
五
厘

苗
が
大
き
す
ぎ
る
と
翌
春
抽
苔
す
る
も

の
が
多
く
従
っ
て
収
量
も
減
じ
之
に
反

し
て
繊
弱
な
苗
を
用
い
る
時
は
抽
苔
は

少
い
が
球
の
発
育
ぶ
良
で
充
分
な
成
績

が
上
ら
な
い
。
適
当
の
苗
の
大
き
さ
と

は
草
丈
七
寸
内
外
、
根
元
の
直
径
二
分

上
一
分
五
臓
、
百
本
竃
量
一
〇
〇
1
一

五
〇
匁
位
の
も
の
で
あ
る
。

　

（
ハ
）
栽
植
密
度
・
：
…
玉
葱
の
根
系
は

比
祠
的
開
張
少
く
直
立
性
で
あ
り
又
、

地
上
部
も
開
張
度
が
狭
い
、
従
っ
て
密

植
に
耐
え
る
も
の
で
あ
っ
て
粗
植
多

ま 肥

と
し
て
も
球
の
直
径
五
寸
を
越
え
る
も

の
は
極
め
て
少
い
。
そ
れ
故
多
収
の
た

め
に
は
m
が
m
で
あ
り
、
反
当
二

五
、
〇
〇
〇
―
三
〇
、
〇
〇
〇
本
程
度

を
標
準
と
す
る
。

四
、
施
肥

玉
葱
は
そ
の
分
析
結
果
よ
り
見
て
も
肥

料
試
験
成
績
か
ら
み
て
も
窒
素
は
勿
論

燐
酸
、
加
里
の
肥
効
の
明
か
な
作
物
で

い
づ
れ
が
欠
け
た
場
合
で
も
収
量
は
著

し
く
減
少
す
る
。
又
無
機
質
肥
料
に
対

し
有
機
質
肥
料
に
対
し
有
機
質
肥
料
の

効
果
が
顕
著
な
作
物
で
あ
る
。
追
肥
に

は
窒
素
質
肥
料
を
融
雪
後
早
目
に
液
肥

と
し
て
数
回
施
す
と
そ
の
効
果
は
非
常

に
大
き
い
。
十
壌
酸
度
に
対
し
て
は
強

い
方
で
な
い
か
ら
、
前
作
の
種
類
に
も

よ
る
が
一
般
に
石
灰
撒
布
の
効
果
は
大

き
い
。

次
に
施
肥
の
一
例
を
示
す
。

隨
安
人
糞
尿

木
灰
尨
石
油
粕
腐
熟
堆
肥

肥
料
名

－ ー
三
〇

　
｀
X
J
／

五

　
　
貫

三
〇
〇

元
肥
定
植
週
間
前

一

一
〇
〇 ― 1 I ‐

第
一
回

三
月
下
旬
迫
肥

一
］

二
〇
〇 1 ― ― 1

第
二
回

削
月
七
句

－

円
O
O
－
1 －

1
－

第
三
同

凹
月
下
句

一
一

賜
‥
‥
）
○

三
〇 し
X
・
／

一
Ｌ
』
ゴ

　
　
貫

三
〇
〇

総
咄

五
、
特
殊
管
理

玉
葱
の
特
殊
管
理
と
し
て
成
熟
期
前
に

茎
葉
を
折
り
、
或
は
捻
曲
し
以
て
地
上

部
の
発
商
を
抑
制
し
或
は
こ
の
時
期
に

球
の
地
上
部
の
士
を
排
除
し
て
回
心
の

肥
大
を
助
長
す
べ
し
と
称
え
ら
れ
て
い

る
。
し
か
し
之
等
は
労
力
上
か
ら
も
行

わ
れ
難
い
こ
と
で
あ
り
、
実
験
的
に
は

い
づ
れ
も
有
害
無
益
の
作
業
で
あ
る
こ

と
が
証
明
さ
れ
て
い
る
か
ら
行
う
べ
き

も
の
で
な
い
。

　
　

大
野
地
区
農
業
改
良
普
及
事
務
所

市
辞
令

　
　
　
　
　

書
記
補
馬
瀬
照
代

七
月
二
十
日
附
順
に
依
り
職
を
免
ず
る

　
　

五
箇
支
所
長
ま
事
森
島
開
造

七
月
三
十
一
日
附
願
に
依
り
職
を
免
ず

る

　
　

書
記
松
本
時
哉
（
小
出
支
所
）

八
月
一
日
民
生
課
勤
務
を
命
ず
る

　
　
　
　
　

使
丁
吉
田
豊

　
　

給
仕
申
谷
八
重
子
永
見
道
子

八
月
二
日
各
勤
務
を
命
ず
る

八
月
二
十
一
日
付

　
　
　
　
　
　
　

荒
矢
定
治

民
生
課
長
を
免
じ

商
工
課
長
を
命
ず
る

　
　
　
　
　
　

増
永
慶
三
郎

大
野
市
主
事
に
任
じ
民
生
課
長
を
命
ず

る

　
　
　
　
　

聊
記
補
田
中
み
つ
ゑ

願
に
依
り
職
を
免
ず
る

仔緬羊供進会並に

　　

せリ市盛況裡に絡る

第
三
圖
仔
緬
羊
せ
り
市
場
は
八
月
十
日

午
前
十
時
よ
り
大
野
市
中
荒
井
大
野
家

畜
市
場
に
於
て
行
わ
れ
た
。

大
野
郡
ド
闘
羊
総
頭
数
六
〇
〇
余
頭
巾

大
野
市
内
に
四
O
O
頭
余
り
を
飼
t
し

て
い
る
。

当
日
の
仔
羊
出
場
頭
数
は
五
四
頭
、
購

買
者
よ
五
〇
名
余
り
の
盛
況
ぶ
り
で
あ

っ
た
。供

進
会
表
彰
者

優
等
知
事
賞

　
　
　
　

清
水
秀
雄
（
伏
石
）

一
等
日
本
鯛
羊
協
会
長
賞

　
　
　
　

多
田
登
（
松
丸
）

二
等
″

　
　
　
　

坪
内
梅
吉
（
堂
島
）

二
等
日
本
緬
羊
協
会
長
賞

　
　
　
　
　

伏
岩
兼
長
（
伏
石
）

三
等
″

　
　
　
　
　

林
長
松
（
土
打
）

　
　
　
　
　

林
長
仏
″

　
　
　
　
　

中
村
徳
明
（
六
呂
師
）

　
　
　
　
　

中
村
明
″

午
後
一
時
よ
り
呼
声
も
一
尚
く
せ
り
市
訓

が
始
ま
c
＼
、
牝
最
高
価
格
八
、
〇
〇
〇

円
、
牡
三
、
五
〇
〇
円
で
坂
井
郡
喪
村

宍
し
田
郡
鯉

及
び
郡
内
に
購
買
さ
れ
た
。

農
業
ゑ

　

九
月
の
概
略
予
想

（
概
況
）
太
平
洋
高
気
圧
は
平
年
並
か

や
I
弱
く
、
下
旬
に
は
沿
海
州
樺
太

方
㈲
に
高
気
圧
が
現
わ
れ
本
州
南
海

上
に
前
線
が
出
来
易
い
。
又
台
風
が

現
わ
れ
関
東
か
近
畿
地
方
に
か
け
て

上
陸
す
る
傾
向
が
み
ら
れ
る
。

（
天
気
）
一
般
に
変
り
易
い
が
上
旬
初

　

め
及
ぴ
川
半
ば
頃
は
晴
の
日
が
多

　

い
。
な
お
下
旬
に
は
天
気
は
悪
く
な

　

り
秋
雨
が
続
く
見
込
み
。

（
気
温
）
変
動
が
可
或
り
あ
り
、
h
句

　

後
半
ば
に
や
ｙ
懺
温
と
な
り
、
又
下

　

旬
は
低
温
が
予
想
さ
れ
る
が
月
Ψ
均

　

で
は
大
体
並
の
見
込
み
。

（
降
水
最
）
大
体
並
だ
が
台
風
の
進
路

如
何
に
よ
っ
て
は
一
時
大
雨
の
降
る

恐
れ
が
あ
る
。

（
日
照
）
や
I
少

気
温
）
な
み
だ
が
可
成
り
変
動
が
あ

　

る
。

（
降
水
量
）
な
み
だ
が
一
時
大
雨
の
お

　

そ
れ
あ
り
。

（
日
照
）
や
X
少
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